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この取扱説明書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておく
ようにしてください。「使用上のご注意」を必ずお読みください。

使用上のご注意　～必ずお読みください～

本装置を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。

安全にかかわる表示について

本書にはどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うのか、どうすれば危険を避け
られるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が想定される箇所またはその付
近には警告ラベルが貼り付けられています。
本書、および警告ラベルでは危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」という用語を使用
しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されます。

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあるこ
とを示します。

指示を守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うお
それがあることを示します。

危険に対する注意・表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよう
な意味を持つものとして定義されています。

注意の喚起 この記号は指示を守らないと、危険が発
生するおそれがあることを表します。記
号の中の絵表示は危険の内容を図案化し
たものです。

行為の禁止 この記号は行為の禁止を表します。記号
の中や近くの絵表示は、してはならない

行為の内容を図案化したものです。

行為の強制 この記号は行為の強制を表します。記号
の中の絵表示は、しなければならない行
為の内容を図案化したものです。危険を

避けるためにはこの行為が必要です。

警告�

注意�

（感電注意）

（接触禁止）

（プラグを抜け）

（例）

（例）

（例）

注意�

（本書での表示例）

電源がONのまま取り付け・取り外しをしない

基本処理装置への取り付け・取り外しの際や、周辺機器との接続の際は必ず主
電源に接続している電源コードをACコンセントから抜いてください。電源コー
ドがACコンセントに接続されたまま取り付け・取り外しや接続をすると感電を
するおそれがあります。

危険の程度を表す用語危険に対する注意の内容注意を促す記号
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本書および警告ラベルで使用する記号とその内容

注意の喚起

感電のおそれがあることを示しま
す。

指などがはさまれるおそれがある
ことを示します。

発煙または発火のおそれがあるこ
とを示します。

特定しない一般的な注意・警告を
示します。

行為の禁止

特定しない一般的な禁止を示しま
す。

本装置を分解・修理・改造しない
でください。感電や火災のおそれ
があります。

特定しない一般的な使用者の行為
を指示します。説明に従った操作
をしてください。

本装置の電源プラグをコンセント
から抜いてください。火災や感電
のおそれがあります。

行為の強制

指示された部品や場所、ものには
触らないでください。けがをする
おそれがあります。
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安全上のご注意

本装置を安全にお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよく読んでご理解し、安
全にご活用ください。記号の説明については巻頭の『安全にかかわる表示について』の説明を
参照してください。

全般的な注意事項

警告�
煙や異臭、異音がしたまま使用しない

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに基本処理装置の電源を
OFFにして電源コードをACコンセントから抜き、本装置のDCケーブルを抜い
てください。その後、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡く
ださい。そのまま使用すると火災の原因となります。

針金や金属片を差し込まない

通気孔やカートリッジ挿入口から金属片や針金などの異物を差し込まないでく
ださい。感電の危険があります。

注意�
海外で使用しない

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装置を海
外で使用すると火災や感電の原因となります。

装置内に水や異物を入れない

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火
災や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐに基本処
理装置の電源をOFFにして電源コードをACコンセントから抜き、本装置のDC
ケーブルを抜いてください。分解しないで販売店または保守サービス会社にご
連絡ください。
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電源・電源コードに関する注意事項

警告�
ぬれた手でDCケーブルを持たない

ぬれた手でDCケーブルの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあり
ます。

注意�
電源がONのまま取り付け・取り外しをしない

基本処理装置への取り付け・取り外しの際や、周辺機器との接続の際は必ず主
電源に接続している電源コードをACコンセントから抜いてください。電源コー
ドがACコンセントに接続されたまま取り付け・取り外しや接続をすると感電を
するおそれがあります。

中途半端に差し込まない

DCケーブルはしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接触不良
のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこりが
たまり、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。

指定以外の接続をしない

DCケーブルの接続や配線は本書の説明に従って正しく行ってください。指定以
外の接続や配線は火災や感電の原因となるおそれがあります。

破損したケーブルを使用しない

ケーブルを接続する前にコネクタが破損していたり、コネクタピンが曲がって
いたり、汚れたりしていないことを確認してください。破損や曲がっているコ
ネクタおよび汚れたコネクタを使用するとショートにより火災を引き起こすお
それがあります。

指定以外ケーブルを使用しない

基本処理装置と接続するケーブルは当社指定のものを使用し、接続先をよく確
認してください。指定以外のケーブルを使用したり、指示とは異なる接続のま
ま使用したりすると火災を引き起こすおそれがあります。
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設置・移動・保管・接続に関する注意事項

注意�
通気孔をふさがない

本装置の前面にある通気孔をふさがないでください。内部の温度が上昇し、誤
作動の原因となるばかりでなく、火災や感電の原因となります。

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな
い

インタフェースケーブルの取り付け／取り外しは基本処理装置の電源コードを
コンセントから抜いて行ってください。たとえ電源をOFFにしても電源コード
を接続したままケーブルやコネクタに触ると感電したり、ショートによる火災
を起こしたりすることがあります。

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない

インタフェースケーブルは、NECが指定するものを使用し、接続する装置やコ
ネクタを確認した上で接続してください。指定以外のケーブルを使用したり、
接続先を誤ったりすると、ショートにより火災を起こすことがあります。

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続について次の注意をお守り
ください。

ⓦ ケーブルを踏まない。
ⓦ ケーブルの上にものを載せない。
ⓦ ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。
ⓦ 破損したケーブルを使用しない。
ⓦ 破損したケーブルコネクタを使用しない。
ⓦ ネジ止めなどのロックを確実に行ってください。



vi

お手入れに関する注意事項

警告�
自分で分解・修理・改造はしない

本装置の分解や、修理・改造は絶対にしないでください。装置が正常に動作し
なくなるばかりでなく、感電や火災の危険があります。

プラグを差し込んだまま取り扱わない

お手入れは、基本処理装置の電源をOFFにして、電源コードをACコンセントか
ら抜き、本装置のDCケーブルを抜いてください。たとえ電源をOFFにしても、
電源コードを接続したまま装置内の部品に触ると感電するおそれがあります。

注意�

中途半端に取り付けない

DCケーブルやインタフェースケーブルは確実に取り付けてください。中途半端
に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるおそれがありま
す。
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運用中の注意事項

注意�
カートリッジ挿入口に手を入れない

カートリッジ挿入口に手を入れないでください。手を挟まれたり、巻き込まれ
たりしてけがをするおそれがあります。

雷がなったら触らない

雷が鳴りだしたら、DCケーブルに触れないでください。感電の原因となりま
す。

ペットを近づけない

本装置にペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が装置内
部に入って火災や感電の原因となります。

近くで携帯電話やPHS、ポケットベルを使わない

本装置のそばでは携帯電話やPHS、ポケットベルの電源をOFFにしておいてく
ださい。電波による誤動作の原因となります。
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はじめに

N8151-37 内蔵LTO は、Express5800シリーズのサーバ／ワークステーションで使用できる内蔵型
のテープバックアップ装置です。

本書は、本装置の取り扱いに関する手引き書です。本装置の取り付けや日常の取り扱い、保守をする際
にご覧ください。
また、「故障かな？」を思ったときにもご覧ください。

本書は必要なときにすぐに参照できるよう大切に保管しておいてください。
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本書の構成について

本書の構成と各章の概略について説明します。本装置に関することで知りたいことがあるときなどにご
利用ください。

第1章　内蔵LTOについて　－　本装置の特長、ならびに梱包内容や各部の名称について説明していま
す。また、取り扱いや保管の際の注意事項が記載されています（装置を安全に取り扱うための注意事項
については巻頭の説明をご覧ください）。

第2章　セットアップ　－　本装置を基本処理装置に取り付けて、使用できる状態にするまでの手順に
ついて順を追って説明しています。手順に従って正しく取り付けてください。

第3章　使用方法　－　本装置の電源をON/OFFにする方法やデータカートリッジテープをセットする
方法について説明しています。またデータカートリッジへの読み込み／書き込みテストの方法について
も説明しています。

第4章　データカートリッジ　－　本装置で使用するデータカートリッジテープの取り扱い方法や取り
扱い上の注意事項について説明しています。

第5章　日常の保守　－　常にベストな状態で本装置を使用するためのクリーニングの方法や装置の移
動・保管の際の注意事項について説明しています。

第6章　故障かな？と思ったときは　－　本装置が正しく動作しなくなったときは、故障を疑う前にま
ずこの章で説明している内容について確認してください。それでも正しく動作しないときは、保守サー
ビス会社に保守を依頼してください。

付録A　仕　様　－　装置本体とデータカートリッジテープの仕様が記載されています。

付録B　診断機能と保守機能の実行　－　本装置の診断と保守の方法について説明しています。

付録C　運用状況お客様記入シート　－　装置本体やデータカートリッジテープなどの使用状況や取り
付けているシステムの構成情報を記入するメモ欄です。記入した内容は保守や修理の際に有用な情報と
なります。ご利用ください。
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本文中の記号について

本文中では、次の記号を使って運用上の注意やヒントを示しています（安全上の注意事項に関する記号
については巻頭の説明をご覧ください）。

重要�
装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならない事柄や特に注意をすべき点
を示します。

ヒント�
知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。



xiv

～ Memo ～



1

第1章　内蔵LTOについて

N8151-37 内蔵LTOの取り付けや取り扱いをする前に知っておいていただきたいことについて説明し
ます。

内蔵LTOの概要

N8151-37 内蔵LTOは、サポート対象ホストに接続してホストの追加ストレージを提供する高
性能/大容量のデータ記憶装置です。本装置は、ファイルの検査やアーカイブだけでなく、無人
バックアップを実行するように設計されており、次の機能を備えています。

■ カートリッジあたり100GBの記憶容量（2:1圧縮時には200GB）

■ 15MB/秒のデータ転送速度（2:1圧縮時には30MB）

■ 最大80MB/秒のバースト・データ転送速度

■ 専用の診断・保守ユーティリティを内蔵
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梱包箱の中身

箱を開けて、まず必要な部品が揃っているか確認してください。万一、足りないものがあった
り、破損しているものがあったりしたときは、お買い求めの販売店までご連絡ください。

重要�
ⓦ 「保証書」は大切に保管しておいてください。修理の際に必要となります。

ⓦ 梱包材は大切に保管しておいてください。本装置の輸送の際に使用します。

インチネジ（4本）
長さ6mm内蔵LTO

クリーニング
カートリッジ

取扱説明書（本書）

保証書
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各部の名称と機能

本装置の各部の名称と機能について説明します。

装置前面

① データカートリッジ挿入口

カートリッジを挿入するスロット。

② 1文字ディスプレイ（5ページ）

装置の情報を1文字のコードで通知するディスプレイ。

③ 状況ライト（こはく・緑）（6ページ）

装置の状態に関する情報を示す。

④ アンロード・ボタン（7ページ）

カートリッジを装置から取り出すときに押す。

⑤ 通風孔

装置内を冷却するため、空気を通す孔。

① ② ③ ④ ⑤
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装置背面

① SCSIコネクタ

本装置を制御させるための信号コネクタ。

サーバ／ワークステーションなどの基本処理装置の信号ケーブルと接続させます。

② DCコネクタ（5V/12V）

本装置に電源を供給するコネクタ。

基本処理装置の電源ユニットから出ている電源ケーブル（DCケーブル）を差し込みます。

③ ターミネータパワー設定ジャンパ（10ページ）

ターミネータパワーの供給方法を選択するジャンパ。

ストラップを実装するとSCSIバスを通してターミネータパワーを外部へ供給します。ストラップを実
装しないとSCSIバスから外部への供給を禁止します。出荷時はストラップを実装しています。

④ SCSIターミネーション設定ジャンパ（11ページ）

SCSI接続（ターミネーション）を設定するジャンパ。

ストラップを実装すると本装置でSCSI接続を終端します。本装置に続いてSCSI機器を接続する場合
は、ストラップを取り外してください。出荷時はストラップを実装していません。

⑤ SCSI ID設定ジャンパ（11ページ）

本装置のSCSI IDを設定するジャンパ。

出荷時は「4」に設定されています。

重要�
ここで示すスイッチ以外の設定を変更したり、説明していないコネクタにケーブルを
接続したりしないでください。また、その他の部品にも触れないよう注意してくださ
い。

① ②

③ ⑤④
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1文字ディスプレイ

本装置前面にある1文字ディスプレイには次の内容が表示されます。1文字ディスプレイは、本
装置の正常操作の間は何も表示されません。

ⓦ エラー状態と通知メッセージ

ⓦ 診断機能または保守機能（保守モードの場合のみ）中の機能コード

ヒント�
本装置の1文字ディスプレイのコードは、通常の操作中と保守モード中で意味が異なり
ます。通常の操作中に表示されるコードとその意味については、次の表にあります。
保守モード中に表示されるコードについては、35ページを参照してください。

エラーのときに表示されるコードや通知メッセージのコードを示します。複数のエラーが生じ
た場合には、優先順位の最も高いコード（番号が最も小さい）が最初に表示されます。エラーが
修正されると、優先順位の次に高いコードが表示されます。エラーが解除されるまで表示が続
きます。

ドーコ 味意

0
。すまれさ示表にきとの次はドーコのこ。しなーラエ

。きと）す直れ入らかてっ切を源電んたっい（たれさ給供が力電に置装本・
。きとたっかなれさ出検がーラエ、し了完を行実がムラグロプ断診・

1 がブイラド・プーテ。たしまし出検をとこたえ超を度温作動奨推。題問の却冷
。すまれさ除解はーラエのことるれさ却冷

2
るいていづ近に界限の圧電たれさ定指が力電給供部外は置装本。題問の源電
作はブイラド（たえ超を界限の圧電たれさ定指、か）中動作だまはブイラド（

。たしまし出検をとこ）いないてし動

3 判をとこたじ生がーラエのアェウムーァフ、は置装本。題問のアェウムーァフ
。たしまし別

4 ハの置装本はたまアェウムーァフ。題問のアェウドーハはたまアェウムーァフ
。たしまし別判をとこたじ生が害障のアェウドー

5 。たしまし別判をとこたじ生が害障のアェウドーハ。題問の置装本

6
ーハがれそ、がたし出検をーラエはブイラド。ーラエのアィデメはたま置装本
かるあでーラエのジッリトーカターデ、かるあでーラエるよに害障のアェウド

。んせまいてきで別区を

7 じ生がーラエにめたの害障のジッリトーカダーテは置装本。ーラエのアィデメ
。たしまし別判をとこた

8 はたま置装本 ISCS はたまアェウドーハは置装本。ーラエのスバ ISCS エでスバ
。たしまし別判をとこたじ生がーラ

9 はたま置装本 224-SR たまアェウドーハは置装本。ーラエの）スバ部内（
は 224-SR 。たしまし別判をとこたじ生がーラエで続接）スバ部内（

A、E、F、o、c、b、d、
はたま h

。んせまいてれらて当り割はジーセッメやーラエ 1 ていつにイレプスィデ字文
。すまりあが性能可るあが題問

B 。んせまいてれらて当り割はジーセッメやーラエ

C 。すまりあが要必るすグンニーリクを置装本 62 を」掃清のドッヘ「のジーペ
。いさだくてし照参

D 。んせまいてれらて当り割はジーセッメやーラエ

クンラブ が源電はたま（すまし示をとこるいてし作動に常正 FFO 。）すで態状の
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態状と色のトイラ況状 味意

灯消 が源電はたま、かいないてれさ給供が力電に置装本 FFO てれさに
。すまい

灯点に色緑 「（はいるあ、るいてっ入が源電の置装本 c に時同が」 1 デ字文
。すで要必がグンニーリク）合場るいてれさ示表にイレプスィ

滅点に色緑

。すまりあに態状のかれずいの次が置装本
。るいてっ取み読をターデらかプーテ・

。るいでん込き書をターデにプーテ・
。るいてし戻き巻をプーテ・

。るいてし探をターデの上プーテ・
。るいてしドーロをプーテ・

。るいてしドーロンアをプーテ・

灯点に色くはこ 。すまりあにドーモ守保はたま、かるいてれ入を源電の置装本

滅点に色くはこ

。すまし当該がかれずいの次
が滅点のトイラ・ 1 に秒 1 装本、ていてき起がーラエ、合場の回

。すまいてし示をとこるあで要必が守保のアィデメはたま置　 1
、らかてしモメをドーコのイレプスィデ字文　 5 そで表のジーペ

。いさだくてべ調を味意の　
が滅点のトイラ・ 1 に秒 2 をアェウムーァフが置装本、合場の回
。すまいてし新更　

が滅点のトイラ・ 1 に秒 4 たし出検をーラエが置装本、合場の回
　はれこ。すまいてし行実をリバカリ・アェウムーァフ、めた　

。すましトッセリに的動自　

診断機能または保守機能を使用しているときに表示される1文字コードについては付録Bを参照
してください。
機能を起動するには、保守モードにしなければなりません。詳しくは、付録Bを参照してくださ
い。

状況ライト

状況ライトは、本装置の状態に関する情報を示します。ライトは緑色またはこはく色に点灯ま
たは点滅して状態を示します。下の表に、状況ライトの表示状態と本装置の状態を説明します。
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アンロード・ボタン

アンロード・ボタンは、いくつかの機能を実行することができます。表では、機能とそれらの
機能の起動方法を説明します。

ヒント�
操作の途中でアンロード・ボタンを押すと、本装置は処理中のコマンドを終了し、
カートリッジのアンロードと排出を行います。

能機 法方動起の能機

戻き巻にジッリトーカをプーテ
をジッリトーカらか置装本、し

るす出排

をンタボ・ドーロンア 1 。すまし押回
* らかトスホは置装本、はで中途の作操の出排とし戻き巻
の　 ISCS 。んせまれ入け受をドンマコ

るすにドーモ守保を置装本

）態状るいてれさ出排がジッリトーカ（態状ドーロンアが置装本
に次。すまし認確をとこるあで 2 ンタボ・ドーロンアに内以秒

を3 、りなに色くはこがトイラ況状。すまし押回 1 プスィデ字文
「にイレ 0 とこたっ入にドーモ守保が置装本、とるれさ示表が」

。すまりなに
* のらかトスホは置装本、に際のドーモ守保 ISCS 受をドンマコ

。んせまけ付け　

るすルーロクスを能機守保

りたあ秒をンタボ・ドーロンア、ていおにドーモ守保 1 し押回
、て 1 を字文の上イレプスィデ字文 1 。すましや増つずつ

（らたし達に字文の能機守保はたま能機断診の望希 53 をジーペ
をンタボ・ドーロンア、）照参 3 。すましにままたし押間秒

るす了終をドーモ守保

「0 りたあ秒をンタボ・ドーロンア、でまるれさ示表が」 1 押回
をンタボ・ドーロンア、らたれさ示表。すまし 3 ままたし押間秒

、りなに色緑がトイラ況状。すましに 1 も何にイレプスィデ字文
りなにとこたし了終をドーモ守保が置装本、とるなくなれさ示表

。すま
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取り扱い上の注意

本装置を正しく動作させるために次の注意事項を守ってください。

本体について

ⓦ 本装置は精密な電子部品でできています。衝撃を加えたり、振動の加わる場所で保管および
使用したりしないでください。

ⓦ 薬品の蒸気が発散している空気中や薬品に触れる場所で保管および使用しないでください。

ⓦ 本装置の電源をOFFにする前に必ずデータカートリッジを取り出してください。

ⓦ 本装置に電源を入れたまま移動および輸送をしないでください。

ⓦ 本装置の上に重いものを置いた状態で保管および使用しないでください。

ⓦ 窓、ファン、およびエアコンの近くまたは通路など空気が動くところに置かないでくださ
い。

ⓦ むやみにスイッチを押したり、押し続けたりしないでください。

ⓦ バックアップアプリケーションによっては、同時に2つ以上インストールされている場合、
誤動作の原因となることがあります。詳しくは、バックアップアプリケーションに添付の説
明書をお読みください。

データカートリッジについて

ⓦ データカートリッジは当社製LTO DATA CARTRIDGE（EF-2424）をご使用ください。当社
製以外のデータカートリッジを使用するとリード／ライトエラーの原因となる場合がありま
す。

ⓦ クリーニングカートリッジは当社製LTO CLEANING CARTRIDGE Type I（EF-3237P）を
ご使用ください。

ⓦ その他の注意事項については4章を参照してください。

装置の譲渡と廃棄について

ⓦ 本装置ならびに消耗品、付属品を廃棄の際は、各自治体の廃棄方法に従ってください。

ⓦ 本装置を譲渡する場合は、本書を含むすべてのものを譲渡してください。
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第2章　セットアップ

N8151-37 内蔵LTOをサーバやワークステーションなどの基本処理装置およびデバイス増設ユニット
に取り付ける手順について説明します。

重要�
N8151-37 内蔵LTOを取り付けることができる装置は指定されています。取り付け
ることができる装置であることを確認してから本装置を取り付けてください。指定以
外の装置に取り付けるとエラーや故障の原因となります。
取り付けることができる装置については、販売店または保守サービス会社へお問い合
わせください。

 Step 1 　内部設定スイッチの確認

取り付ける基本処理装置のSCSIデバイス構成に併せて本装置のSCSI IDやSCSIターミネーショ
ンの設定をします。
設定は本装置背面にあるジャンパピンを使います。

SCSI ID設定ジャンパ（→10ページ）

ターミネータパワー設定ジャンパ（→11ページ）

SCSIターミネーション設定ジャンパ（→11ページ）
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SCSI IDの設定

SCSI IDを変更する場合は下表を参照してストラップを付け替えてください（出荷時はID=4に設
定されています）。

重要�
ⓦ 本装置のSCSI IDは0から15の間で設定できます。ホスト側のIDは「7」としてく
ださい。

ⓦ 本装置はSCSI ID 「15」には設定できません。「15」に設定しないでください。

ヒント�
ⓦ SCSI IDは、取り付ける装置にあるSCSI BIOSユーティリティやその他市販の
ユーティリティなどでも設定を変えることができる場合もありますが、本装置で
は、IDジャンパを使って設定してください。

ⓦ ジャンパをショートさせないピン
には、片方のピンにストラップを
差し込んでおいてください。スト
ラップをなくさないためです。

DIISCS DIISCS ンピパンャジ DIISCS DIISCS ンピパンャジ

0 8

1 9

2 01

3 11

4 21

5 31

6 41

7 51

片方のピンに差し込む

もう一方のピンには
差し込まない

* ID 7とID 15には設定しないでください。
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SCSIターミネーションの設定

本装置がSCSI接続の最遠端になる場合は、ストラップを実装（ターミネーションを有効）してく
ださい。本装置をデバイス増設ユニット（N8541-13、N8541-28/N8141-28）へ取り付ける場合
は、本装置が最遠端になる場合でもストラップ未実装（ターミネーションを無効）にしてデバイス
増設ユニット側でターミネションを設定してください。
ターミネションの設定については本装置を取り付ける装置の説明書も参照してください。

ターミネータパワー
設定ジャンパ

ターミネータパワーの設定

本装置のターミネータパワーについて、供給の有無を設定します。
ストラップを実装すると、SCSIバスを通してターミネータパワーを外部へ供給します。スト
ラップを取り外した状態にするとSCSIバスから外部への供給を禁止します。出荷時はストラッ
プを実装しています。

重要�
本装置をN8541-28/N8141-28 デバイス増設ユニット（ラックマウント用）に取り付
ける場合は、ストラップを取り外して（供給を禁止する設定）ください。
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 Step 2 　基本処理装置／デバイス増設ユニットへの取り付け

以下に基本処理装置／デバイス増設ユニットなどへの取り付け方法の一例を示します。
本装置を取り付ける前に、取り付ける装置の電源をOFFにして、電源コードと背面に接続して
いるすべてのインタフェースケーブルを取り外してください。また、カバー類を取り外してお
いてください（カバー類の取り外し方法については、それぞれの装置に添付の説明書を参照して
ください）。

注意�

本装置の取り付けを始める前に、必ず基本処理装置／デバイス増設ユニットなど取り
付ける装置の電源プラグをコンセントから引き抜いてください。コンセントに差し込
んだまま作業を行うと感電するおそれがあります。

重要�
使用するレールや装置への取り付け手順の詳細については取り付ける装置に添付の説
明書を参照してください。以下の説明では取り付け手順の一例を示しています。

下図のように、ラッチングレールを取り付けます。また、ラッチングレールは上側のネジ穴で
ネジ止めしてください。

重要�
ⓦ ラッチングレールは取り付ける装置に添付されているものを使ってください。

ⓦ ラッチングレールは必ず本装置に添付されているネジを使って
固定してください。本装置に添付のネジは、インチネジ（長さ
6mm、ワッシャより下の長さ4.5mm）です。添付のネジより
長いものを使用すると装置内部の機構を破損し、故障の原因と
なることがあります。

フロントカバー*

* レールの先端がフロントカバーの面と
平行になるように位置を合わせる。

4.5mm

レールの先端*

インチネジ
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ラッチングレールを取り付けたら、装置に挿入します。

装置に挿入後、電源ケーブル、インタフェースケーブルを接続してください。
取り付ける装置によっては、本装置を完全に取り付けスロットに挿入する前に接続する場合も
あります。取り付ける装置に添付の説明書を参照してください。

ケーブルの接続を完了したら、取り外したカバー類やケーブル類を取り付けてください。

装置の電源ユニットからの
電源ケーブルと接続する。
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 Step 3 　BIOSの設定

サーバ／ワークステーションのマザーボード上（またはSCSIコントローラ上）にあるSCSIコント
ローラのBIOS設定を変更します。設定の変更が必要なものは主に、転送速度の設定やUltra
SCSIの機能を有効にする設定などがあります。

� 転送レート： 80MB/秒（最大、同期）
� データバス幅： 16ビット（Wide SCSI）
� DISCONNECT/RECONNECT： 有効

BIOSの設定はボード上のメモリ内に格納されているBIOSセットアップユーティリティ
（SCSISelectなど）を使用します。BIOSセットアップユーティリティの起動方法やパラメータの
一覧などについては、 基本処理装置に添付の説明書を参照してください。

重要�
同一バス上に接続されているデバイス数およびSCSIケーブル長により、下記のとおり
最大転送レートを設定してください。

以上でセットアップは完了です。

ISCS トーレ送転大最
（ s/etybM ）

幅スバターデ
（ tib ）

（ルブーケ大最 m）
dedne-elgniS

（ *DVL ）

数スイバデ大最
（ ISCS ＋トスホ

）数スイバデ

ISCSediW2artlU 08 61 21 （-） 61

ISCSediWartlU 04 61 3（-） 4

ISCSediWartlU 04 61 5.1 （-） 8

ISCSediWartlU 04 61 -（3） 61

ISCSediWartlU 02 61 3（3） 61

ISCSediW 01 61 6（3） 8

ISCS* がスイバデ全の上スバ一同びよおトスホ DVL 合場の応対
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第3章　使用方法

N8151-37 内蔵LTOを日常使用する上で知っておいていただきたい操作方法について説明します。

電源のON/OFF

本装置の電源は取り付けた装置の電源スイッチ（POWERスイッチ）と連動しています。本装置の
電源のON/OFFは取り付けた装置のPOWERスイッチを使用してください。
本装置の電源がONの間、本装置前面の状況ライトが緑色に点灯します。電源がOFFの状態にな
ると消灯します（電源をOFFにするときは、データカートリッジを取り出してから電源をOFFに
してください）。

重要�
本装置は電源をONにすると自己診断を実行しますが、これでドライブ・ヘッド以外の
ハードウェアすべてを検査します。

データカートリッジの挿入

データカートリッジを挿入するには、次の手順で行います。

1. 本装置の電源がONになっていることを確認する。

2. データカートリッジの書き込み禁止スイッチが正しくセットされていることを確認する
（22ページの「ライトプロテクト」を参照してください）。

3. 書き込み禁止スイッチが手前に向くように、カートリッジを持つ。

4. カートリッジ挿入口にデータカートリッジをスライドさせて入れる。

カートリッジ・ローダはカートリッジを本装置に引き込みます。

状況ライトは緑色に点滅し、続いて緑色に点灯したままになります。1文字ディスプレイ
はブランクのままです。
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重要�
カートリッジを挿入した状態で書き込み禁止スイッチの設定を変更しないでくださ
い。カートリッジを挿入したまま変更するとエラーの原因となるおそれがあります。

ヒント�
ⓦ カートリッジがすでに排出位置にあり、そのカートリッジを再度挿入したい場合
は、カートリッジをいったん取り外してからもう一度挿入します。

ⓦ カートリッジがすでにロードされているときは、電源を再度入れ直す（電源をいっ
たんOFFにしてからONにする）と、ドライブはカートリッジを再ロードします。

データカートリッジの取り外し

重要�
本装置の電源をOFFにする前に必ず本装置の中に入っているカートリッジを取り外し
てください。カートリッジを取り外さないと、カートリッジやテープ・ドライブに損
害を与えるおそれがあります。

次の手順でデータカートリッジを取り外します。

1. 本装置の電源がONになっていることを確認する。

2. アンロード・ボタンを押す。

テープの巻き戻しの間、状況ライトが約30秒緑色に点滅します。次に本装置はカート
リッジの一部を排出し、状況ライトが消灯します。

3. カートリッジの一部が排出されたら、そのカートリッジを持って取り外す。
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診断機能と保守機能の実行

本装置は次のことが行えます。

ⓦ テープ・ドライブの診断プログラムの実行

ⓦ ドライブ・ダンプの強制実行

ⓦ テープへのドライブ・ダンプのコピー

ⓦ エラー・コード・ログの表示

ⓦ エラー・コード・ログのクリア

ⓦ データカートリッジおよびメディアのテスト

ⓦ 読み取り／書き込み機能のテスト

ⓦ ドライブ・ヘッドのテスト

上記の診断機能と保守機能を実行するには、本装置を保守モードにしなければなりません。そ
れぞれの操作の説明について詳しくは、「付録B 診断機能と保守機能の実行」を参照してくださ
い。

高速読み取り／書き込みテストの実行

高速読み取り／書き込みテストは、本装置がテープからデータを読み取ることができるかどう
か、および本装置がテープにデータを書き込めることができるかどうかを確認する手順です。
診断プログラムは、完了するまで約5分かかり、お客様が診断プログラムを停止するまで継続的
にループします。診断プログラムを停止するには、アンロード・ボタンを押します。本装置は
ボタンが押された後、そのループの終わりまで診断プログラムを続行してから停止します。

重要�
ⓦ 本テストは基本処理装置のホスト停止画面（基本処理装置から本装置に信号が送ら
れていない状態）で実行してください。

ⓦ このテストでは、スクラッチ・データ・カートリッジまたは上書き可能なカート
リッジを使用してください。テストの前に本装置がカートリッジのデータを上書き
します。

1. 本装置にカートリッジが入っていないことを確認する。

2. 2秒以内に、アンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、本装置が保守モードに入っていることを示します。

重要�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードには入りません。本装置を保守モード
にするには、再度、上記のステップを実行してください。
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3. 1文字ディスプレイに「 」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

希望のコードを通過してしまった場合は、そのコードが再表示されるまで、秒あたり1回
アンロード・ボタンを押します。

4. 1文字ディスプレイに「 」が表示された状態で、2秒以上アンロード・ボタンを押したまま
にしてからボタンを放す。

重要�
アンロード・ボタンを放した直後に、書き込み保護がされていないスクラッチ・デー
タ・カートリッジを挿入してください。挿入しないと本装置は保守モードを終了しま
す。

5. アンロード・ボタンを放したらすぐに上書きしてもよいデータカートリッジ（スクラッ
チ・データ・カートリッジ）を挿入する。

データカートリッジ（スクラッチ・データ・カートリッジ）を挿入すると、1文字ディスプ
レイの点滅が「 」が「 」に変わり、本装置がテストを実行します。

重要�
上書きできないデータカートリッジまたは書き込み保護がされているデータカート
リッジを挿入すると、1文字ディスプレイに「 」が表示されます。アンロード・ボタン
を押し、カートリッジを取り出した後、電源を入れ直して保守モードを終了してくだ
さい。

ⓦ 何もエラーが検出されないと、テストはループし、もう一度始ります。ループを停止
させるには、数秒間アンロード・ボタンを押したままにします。ループが終了する
と、1文字ディスプレイに一時的に「 」が表示されます。本装置は、テープの巻き戻し
とアンロードを行い、カートリッジの一部を排出してから、保守モードを終了しま
す。こはく色の状況ライトが消えます。

ⓦ エラーが検出されると、状況ライトがこはく色に点滅し、本装置が1文字ディスプレ
イにエラー・コードを通知します。

エラーを判別するには、5ページでそのコードを探してください。本装置はデータ
カートリッジをアンロードし、保守モードを終了します。

重要�
エラー発生後に本装置をリセットするには、電源を入れ直します。（いったん電源を
OFFにしてから再度ONにします）。

6. 本装置の電源をOFFにする。
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第4章　データカートリッジ

N8151-37 内蔵LTOで使用するデータカートリッジの取り扱い方法や注意事項について説明します。

カートリッジについて

本装置では次のカートリッジを使用します。

ⓦ EF-2424 データカートリッジ
ⓦ EF-3237P クリーニングカートリッジ

本装置の信頼性を確実に保つために、上記以外のカートリッジは使用しないでください。

下図にデータカートリッジの各部の名称を示します。

ラベル貼り付け位置

カートリッジ・ドア
（図は開いた状態を示す）

挿入方向マーク

ライトプロテクトプラグ

リーダ・ピン

挿入ガイド
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カートリッジ（EF-2424）

データカートリッジ（EF-2424）には、1/2インチのMPテープが入っています。このテープの
データ容量は100GB、圧縮容量は200GB（2:1圧縮を想定）です。テープの処理に際し本装置
は、リニアのサーペント記録フォーマットを使用し、384トラックのデータの読み取りと書き
込み（一度に8トラック）を行います。最初の8トラックのセットには、テープの始めの方から
テープの終りの方に書き込まれます。次にヘッドは、リターン・パスのために、次の8トラック
のセットの位置変更を行います。すべてのトラックが書き込まれてテープがいっぱいになるか、
すべてのデータが書き込まれるまで、この処理は続きます。

EF-2424データカートリッジには、リニア・テープ・オープン・カートリッジ・メモリ（LTO-
CM）チップが付いています。このチップには、カートリッジとテープに関する情報（テープの製
造元の名前など）と、カートリッジの使用に関する統計情報が入っています。データカートリッ
ジをアンロードするたびに、本装置は、カートリッジ・メモリのすべての関連情報を書き込み
ます。

カートリッジ・ドアはカートリッジがドライブの外に出ているときにテープが汚れるのを保護
します。ドアの後ろで、テープはリーダ・ピンに付いています。ドライブにカートリッジを挿
入すると、スレッド機構はカートリッジからピン（およびテープ）を引き出し、ドライブ・ヘッ
ドに渡して、取り外し不可能のテープ巻き取り機構のリールまでもってきます。以上で、ヘッ
ドはテープからデータを読み取ったり、テープにデータを書き込んだりすることができます。

ライトプトテクトプラグは、データカートリッジにデータが書き込まれないようにします。

ラベル貼り付け位置は、ラベルを貼り付ける場所です。ラベルを貼る際には、へこんでいるラ
ベル域に収まるようにしてくだしさい。へこんでいる場所からラベルがはみでていると、内部
ドライブや本装置そのものでロードの問題が生じるおそれがあります。

挿入ガイドは、お客様がカートリッジを誤って挿入することを防ぐ、大きな切り込みの入った
部分です。

クリーニングカートリッジ（EF-3237P）

ドライブにある、ヘッドのクリーニングをするためのカートリッジです。1文字ディスプレイに
「 」を表示し、状況ライトが消灯しているときに、このカートリッジを使ってクリーニングをし
てください。ヘッドをクリーニングするには、EF-3237Pをカートリッジ挿入口に挿入します
（15ページの図を参照してください）。本装置は自動的にクリーニングを実行します。クリーニ
ングが終わると、本装置はカートリッジを排出します。

ヒント�
本装置をクリーニングする必要のないときにクリーニングカートリッジを挿入した
り、有効期限を過ぎたクリーニングカートリッジを挿入したりすると、ドライブは自
動的にカートリッジを排出します。

EF-3237Pは50回使用できます。カートリッジのLTO-CMチップは、カートリッジの使用回数
を記憶しています。
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ラベル

データカートリッジの中にどのファイルがバックアップされているか、また、いつバックアッ
プをとったものかなどが一目でわかるよう、添付のラベルに必要事項を記載して下図のように
データカートリッジを貼り付けておくことをお勧めします。

ラベル貼り付け位置

また、貼り付けるラベルについては次の注意事項を守ってください。

□ データカートリッジの内容を表示するために用いるラベルは簡単にはがせるので、はがした
後に粘着物を残さないようなものを使用してください。

□ 内容の表示を変更するときは、消しゴムで消さず、必ずラベルを貼り替えてください
（INDEXラベルは、データカートリッジに添付されています）。

□ ラベルを貼るときは、指定の位置に確実に貼り、さらに取り替える場合は、古いラベルを取
り除いてから新しいラベルを貼ってください。

□ 指定のINDEXラベル以外のものを使用する場合は、大きさの合ったものを使用してくださ
い。
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ライトプロテクト

ライトプロテクトプラグにより、テープの内容を保護したり、上書きしたりすることができま
す。一度書き込んだデータを消去したくないときには、書き込みできないよう設定してくださ
い。ライトプロテクトプラグの位置は同じですが、プラグに刻印されている表示が異なる場合
があります。詳しくはカートリッジ添付の取扱説明書を参照してください。

書き込み不可 書き込み可

書き込み不可 書き込み可

ライトプロテクトプラグ

（プラグ表示例）
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取り扱い上の注意事項

データカートリッジを取り扱う際の注意事項について説明します。

使用上の注意事項

□ 使用する前

－ カートリッジを開け、リーダピンが確実に固定されていることを確認してください。

－ 使用するデータカートリッジが、破損していたり、変形したり、曲がっているときは使
用しないでください。

－ 装置の使用温湿度条件以外で保管されていたデータカートリッジを使用する場合は、使
用温湿度条件外になっていた時間以上の間（最大8時間）、使用環境に持ち込んでから使
用してください。そのとき、保管場所と使用場所の温度差が大きい場合は一度に移動せ
ず、温度変化が1時間に10℃程度になるように注意し、使用場所の温度にデータカート
リッジをなじませてください。

□ 本装置への装着時

データカートリッジを確実に挿入してください（詳しくは3章をご覧ください）。データカー
トリッジを取り出した保護ケースは、しっかりと閉じ塵埃の少ない場所で保管してくださ
い。

□ 使用後

使用済みのデータカートリッジは必ず保護ケースに入れて塵埃の少ない場所で保管してくだ
さい。置き方は水平、垂直を問いません。

□ 廃棄方法

廃棄の際は、各自治体の廃棄方法に従ってください。

一般的注意事項

□ テープ自体（磁性面）に手を触れないでください。

□ 磁気の発生するものを近づけないでください。

□ 直射日光や暖房器具の近くには置かないでください。

□ 強い衝撃を与えないでください。

□ 飲食・喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコールなどが付
着しないように注意してください。

□ 使用後は必ずケースに入れて保管してください。

□ 装置にはていねいに挿入してください。

□ データカートリッジは、ゴミやほこりを嫌います。
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使用禁止基準

次のいずれかの項目に該当する場合は、そのデータカートリッジの継続使用を禁止し、新しい
データカートリッジに取り替える必要があります。

□ 落下させるなどの強い衝撃を与えデータカートリッジが損傷を受けた場合

□ 清涼飲料、コーヒー、紅茶などの液体、溶剤や金属粉、たばこの灰などで記録面が汚れてい
る場合

ヒント�
上記に示すデータカートリッジを使用するとヘッドや装置を損傷したり、汚したりす
ることになり、装置の故障の原因となります。また、ヘッドの汚れや損傷に気づかず
に、そのまま新しいデータカートリッジを装置に挿入すると、新しいデータカート
リッジを汚したり、傷つけたりして被害を広げるおそれがあります。

寿　命

データカートリッジの寿命は使用環境によっても異なりますが、以下を参考にしてください（温
度・湿度・塵埃等の使用環境によって、目安より短くなることがあります）。

□ 新しいデータカートリッジを使用するときに、管理番号を割り当て、その番号をデータカー
トリッジのラベルに記入しておくと良いでしょう。

□ データカートリッジ管理番号台帳を作り、使用日を記録し、データカートリッジの使用年数
と使用回数を見積もります。

□ 定期的にデータカートリッジの管理台帳と標識ラベルを調べ、手元にあるデータカートリッ
ジが長く使用され、書き込み、読み取りエラーが発生したりして信頼性が低い場合は、デー
タカートリッジを廃棄処分にします。

重要なデータの保存について

重要なデータ、またはプログラムなどを保存する場合には、万一の場合に備えて、正副2巻に保
存することをお勧めします。また、保存する際にはバックアップソフトのベリファイ機能を利
用し、保存したデータの確認も行うことをお勧めします。ベリファイ機能の利用方法について
は、各バックアップソフトの取扱説明書を参照してください。こうしておけば、もし一方のテー
プがゴミ、または塵埃などによってリードエラーを起こしたとしても、もう一方のテープから
復旧でき大切なデータ、およびプログラムの消失を防げます。
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データの3世代管理について

ディスク上のデータを保存する場合には、保存されたデータの3世代管理をお勧めします。これ
はテープを3巻（A、B、C）使用して、1日目はテープAにディスク上のデータを保存したならば、
2日目にはテープBに保存し、3日目にはテープCに保存し、A→B→Cと順番にテープ上にディ
スク上のデータを保存していくものです。こうしておけば、例えば一巻のテープCがリードエ
ラーを起こしたとしてもテープBのデータを使用すればデータは復旧可能であり、また万一、
テープBがリードエラーを起こしたとしてもテープAのデータを使用することで大切なデータは
復旧可能となります。

データカートリッジの保管について

□ 決められた保管条件を守り、保管場所を常に清潔に保ってください。

□ 書き込みを禁止にしておくことをお勧めします。

□ 長期間にわたって保管する場合は、常にバックアップデータが復旧可能であることを確認す
るため、定期的にデータの読み出しを行うことをお勧めします。

□ 万一の場合を想定してシステムから遠く離れた場所に保管しておくことをお勧めします。正
副2巻のデータカートリッジがある場合には、正、副それぞれを異なる場所に保管しておく
とさらに効果的です。
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第5章　日常の保守

N8141-37 内蔵LTOを常にベストな状態で使用できるようにするための保守の方法について説明しま
す。

警告�

本装置が万が一破損した場合、もしくは異音や異臭が生じた場合には、回路部分の
ショートや感電を防止するためにも、すみやかに基本処理装置の電源をOFFにして、
電源コードをACコンセントから抜き、本装置のDCケーブルを抜いてください。

クリーニング

本装置および内部のヘッドをクリーニングする方法について説明します。

本体のクリーニング

本装置の外観の汚れは、やわらかい布に水、または洗剤を含ませて軽くふいてください。

重要�
ベンジン、シンナーなど（揮発性のもの）の薬品を用いてふいたりしますと、変形や変
色の原因となることがあります。また、殺虫剤をかけたりした場合でも変形や変色の
原因となることがありますので、ご注意ください。

ヘッドの清掃

クリーニングは、テープ走行によって生じるゴミや使用環境のほこりによる磁気ヘッド部分へ
の汚れを取り除く大切なものです。磁気ヘッド部分が汚れたまま書き込み／読み取りなどを行
うと正常に書き込み／読み取りができなくなる、データカートリッジの寿命が短くなる、テー
プ表面に傷が付き使用できなくなるなどの障害が発生します。

重要�
本装置のドライブ・ヘッドをクリーニングするときは、クリーニングカートリッジ
（EF-3237P）を使用してください。他のクリーニングカートリッジを使用しないでく
ださい。
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1文字ディスプレイに「 」が表示され、状況ライトが緑色に点灯しているときは必ず、本装置の
ドライブ・ヘッドをクリーニングしてください。「 」が表示された場合のみクリーニングしてく
ださい。ヘッドをクリーニングするには、クリーニングカートリッジをデータカートリッジ挿
入口に挿入します（15ページの図参照）。クリーニングは自動的に実行され、80秒ほどで終了し
ます。クリーニングが終了すると、本装置はカートリッジを排出します。

ヒント�
ⓦ 本装置をクリーニングする必要がないときにクリーニングカートリッジを挿入した
り、有効期限を過ぎたクリーニングカートリッジを挿入したりすると、本装置はた
だちにカートリッジを排出します。

ⓦ クリーニングカートリッジ（EF-3237P）は、50回使用できます。

輸送について

本装置を輸送する場合は、購入時の梱包箱と梱包材で装置を梱包してください。梱包材がない
場合は、輸送の際に装置に衝撃を与えないよう緩衝剤などを使って装置を梱包してください。

本装置をサーバ /ワークステーションに取り付けたまま輸送する場合も本装置やサーバ /ワー
クステーションに衝撃を与えないよう緩衝剤などを使って装置を梱包してください。

重要�
データカートリッジは必ず本装置から取り出しておいてください。
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第6章　故障かな？と思ったときは

本装置に問題を検出したら、次のフローチャートを参照してください。

開始�

本装置の電源が�
入っていますか？�

ファンから空気が流れて�
いますか？�

データカートリッジのロード�
とアンロードは正しく行われて�
いますか？�
�

本装置はサーバと正常に通信�
していますか？�

1、2、3、4、5、6、7、8、�
9、A、E、F、o、c、d、また�
はhが1文字ディスプレイに表示�
されていますか？�
あるいは3つのドットがメッセー�
ジ・ディスプレイに表示されて�
いますか？�

cが1文字ディスプレイに表示�
されていますか？�

システム側、バックアップソフ�
ト側に問題がないか設定を確認�
してください。それでも問題が�
解決されない場合は、保守サー�
ビス会社に連絡して、問題判別�
とマシンの交換を依頼してくだ�
さい。�

保守サービス会社に連絡して、問題判別とマシンの交換を依頼してください。�

1.　データカートリッジのロードとアンロードに関する説明を参照してください。�
2.　保守サービス会社に連絡して、問題判別とマシンの交換を依頼してください。�

�

1.　SCSIケーブルおよびターミネータのコネクタ・ピンが損傷を受けていないこと�
　　と、コネクタが正しく固定されていることを検査してください（この章の検査�
　　手順1を参照）。�
2.　SCSI ID設定ジャンパを調べて、アドレスが正しいかどうかを確認してくださ�
　　さい（この章の検査手順2を参照）。�
3.　ターミネータパワーの供給方法の設定を確認してください（この章の検査手順3�
　　を参照）。�
4.　保守サービス会社に連絡して、問題判別とマシンの交換を依頼してください。�

�

保守サービス会社に連絡して、問題判別とマシンの交換を依頼してください。�

1.　cが表示されている場合、クリーニングカートリッジを使って本装置をクリーニ�
　　ングし、操作を再試行してください。�
2.　保守サービス会社に連絡して、問題判別とマシンの交換を依頼してください。�

1.　別の電源コンセントで試してください。�
2.　別の電源コードで試してください。�
3.　保守サービス会社に連絡して、問題判別やマシンと交換を依頼してください。�

�

はい�

はい�

はい�

はい�

はい�

はい�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�
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検査手順1

ホストが本装置と通信していない場合、SCSIケーブルまたは終端抵抗のコネクタ・ピンが損傷
を受けているか、または正しく固定されていない可能性があります。

1. 取り付けた装置の電源をOFFにし、電源コードをプラグから取り外す。

2. 取り付けた装置から本装置を取り外す。

3. SCSIコネクタが正しく固定されていることを検査します（終端抵抗およびケーブル・コネク
タを含む）。

コネクタがしっかりと固定されるまで差し込みます。その後、操作を再試行します。

4. それでも通信ができない場合、すべてのコネクタ・ピンを調べて損害がないかどうか確認す
る。終端抵抗およびケーブル・コネクタを取り外し、これらを調べて、曲がったり、へこん
だり、欠落したピンがないかどうかを確認します。必要であれば損傷を受けているコンポー
ネントを取り替え、確実にすべてのコネクタを正しく固定してから、操作を再試行します。

検査手順2

ホストが本装置と通信していない場合、本装置のSCSIターミネーション設定ジャンパが正しく
設定されていないことが考えられます。

1. 取り付けた装置の電源をOFFにし、電源コードをプラグから取り外す。

2. 本装置のSCSIケーブルの接続状態を確認する。

　　本装置がSCSI接続の最遠端になる場合は、ストラップを実装（ターミネーションを有効）し
てください。本装置がSCSI接続の中間に位置する場合は、ストラップ未実装（ターミネー
ションを無効）にしてください（この場合、SCSI接続の最遠端にある装置またはSCSIケーブ
ルコネクタでターミネーションされていることを確認してください）。

　　本装置をデバイス増設ユニット（N8541-13、N8541-28/N8141-28）へ取り付ける場合は、
本装置が最遠端になる場合でもストラップ未実装（ターミネーションを無効）にしてデバイス
増設ユニット側でターミネションを設定してください。

3. 取り付けた装置から本装置を取り外す。
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4. 設定を変更する場合は、SCSIターミネーション設定ジャンパを正しく設定する。

5. 設定を変更した場合は、本装置の電源をいったんOFFにしてからONにし、変更内容を有効
にする。

検査手順3

ホストが本装置と通信していない場合、ドライブのSCSI ID設定ジャンパが正しくセットされて
いないことが考えられます。

1. 取り付けた装置の電源をOFFにし、電源コードをプラグから取り外す。

2. 取り付けた装置から本装置を取り外す。

3. SCSI ID設定ジャンパで設定したSCSI IDを確認する（10ページ参照）。

4. 設定したIDが別のデバイスやSCSIホスト・アダプタで使用されていないことを確認する。

ID 7はSCSIバス上の最高優先順位IDであるため、このIDは通常は基本SCSIホスト・アダプ
タ用に予約されていることに注意してください。また、本装置ではID15に設定できませ
ん。

5. SCSI IDを変更した場合は、本装置の電源をいったんOFFにしてからONにし、変更内容を
有効にする。

SCSIターミネーション設定ジャンパ

SCSI ID設定ジャンパ
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4. 設定を変更した場合は、本装置の電源をいったんOFFにしてからONにし、変更内容を有効
にする。

それでも通信できない場合は、保守サービス会社に問い合わせ、問題判別とマシンの保守を
依頼してください。

検査手順4

本装置背面にあるターミネータパワー設定ジャンパでSCSIバスを通してターミネータパワーを
外部へ供給させるか、外部への供給を禁止させるかを設定することができます。

重要�
本装置をN8541-28/N8141-28 デバイス増設ユニット（ラックマウント用）に取り付
ける場合は、ストラップを取り外して（供給を禁止する設定）ください。

1. 取り付けた装置の電源をOFFにし、電源コードをプラグから取り外す。

2. 取り付けた装置から本装置を取り外す。

3. ターミネータパワー設定ジャンパが正しくセットされていることを確認する。

ジャンパを実装: SCSIバスを通してターミネータパワーを外部へ供給します。

ジャンパを未実装: ターミネータパワーの外部への供給を禁止します。

ターミネータパワー設定ジャンパ
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その他の確認事項

上記の確認事項に加えて、本装置の取り付け状態やケーブルの接続状態なども確認してくださ
い。また、本書で説明していないスイッチの設定を変えていたり、説明していないコネクタに
何かを接続していたりしている場合は、これらを購入時の状態に戻してください。

接続している装置についても確認してください。詳しくは装置に添付の説明書をご覧ください。

保守を依頼するときは

修理や部品の交換などで保守を依頼するときは、ランプ表示やホスト装置のイベントログなど
の表示内容をメモしておいてください。これらの情報は保守をする際の有用な情報となります。
また、巻末の運用状況お客様シートに記載の内容を提出してくださるようお願いいたします。

保守の際には、保証書が必要となる場合があります。併せて用意しておいてください。
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幅 mm841

さ高 mm5.48

き行奥 mm5.112

量質 gk0.3 ± gk2.0

付録A　仕　様

装置本体

■ データ記憶内容

量容憶記ターデ大最 (BG001 時縮圧 )*BG002 4242-FE 用使を

* を率効縮圧　 1:2 きとたしと ( るな異てっよにターデるす縮圧は率縮圧 )

■ 転送速度

度速送転ターデ )epaT( /BM51 秒 ( 大最 )

度速送転ターデ )ISCS( /BM08 秒 ( 期同 )、 /BM6 秒 ( 期同非 )

■ 環境条件

態状 度温囲周 度温対相 度温球湿大最

時作動 01 ～℃ 83 ℃ %02 ～ %08 62 ℃ ( とこきな露結 )

時搬運 － 04 ～℃ 06 ℃ %01 ～ %09 62 ℃ ( とこきな露結 )

時管保 － 04 ～℃ 06 ℃ %01 ～ %09 62 ℃ ( とこきな露結 )

■ 電源仕様

圧電 V5 ± %01 V21 ± %01

流電 ).pyT(A0.4
).xaM(A5.4

).pyT(A8.1
).xaM(A9.3

力電費消 ).xaM(AV3.96

■ 寸法・重さ
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目項 件条

度温 － 32 ～℃ 94 ℃

度湿 %02 ～ (%08 を度温球湿大最、しだた 62 るすと℃ )

配勾度温 01 ℃/ 間時

態状搬運
てれ入に等袋ルーニビ、し納収にスーケ護保をジッリトーカターデ
デてれ入に箱ルーボ段にらさ、はに合場の送輸。いさだくてし封密

。いさだくてし装包にうよいならわ加が力にジッリトーカター

データカートリッジ

目項 件条

度温 01 ～℃ 54 ℃

度湿 %02 ～ (%08 を度温球湿大最、しだた 62 るすと℃ )

間時置放

さらさがジッリトーカターデに境環の外以件条境環管保びよお用使
れさらさに境環の外以件条境環管保びよお用使、はに合場たいてれ

大最（上以間時たいて 8 。いさだくてせまじなに境環用使、）間時
は配勾度温 01 。すましと間時／℃

目項 件条

度温 61 ～℃ 23 ℃

度湿 %02 ～ (%08 を度温球湿大最、しだた 62 るすと℃ )

態状管保 だくてし管保てしをタフてれ入にスーケ護保はジッリトーカターデ
。んせまいまかもでらちど直垂、平水は方き置。いさ

■ 保管条件

■ 使用条件

■ 運搬条件
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付録B　診断機能と保守機能の実行

次の表では本装置が実行することのできる診断機能と保守機能をそれぞれ説明し、機能コード
（1文字ディスプレイに表示されるコード）と、その機能の実行に関する説明があるページを示します。

守保はたま能機断診 ドーコ能機 所個明説

行実のムラグロプ断診のブイラドプーテ

り取み読のターデびよお、ドーロンアとドーロのジッリトーカは置装本、りよれこ
。すまし行実をトステのめたるす別判をかうどかるえ行くし正をみ込き書と

1 73 ジーペ

RMF 新更のアェウムーァフ・置装本のらかプーテ

（換置ドーコロクイマ・ドルーィフは置装本、りよにれこ RMF 新更らかプーテ）
。すましドーロをアェウムーァフみ済

2 能不用利

RMF 成作のプーテ

（換置ドーコロクイマ・ドルーィフは置装本、りよにれこ RMF ラクスをターデ）
。すましーピコにジッリトーカ・ターデ）クンラブ（チッ

3 能不用利

行実制強のプンダ・ブイラド

のスーレト・ドーコロクイマ（すまし行実をプンダのターデは置装本、りよにれこ
。）すまいてれら知もてしと管保

4 83 ジーペ

）ので点始開プーテ（ーピコのプンダ・ブイラドのへプーテ

ドーコ能機（、は置装本、りよにれこ 4 クスらかプンダ・ブイラド）だん込り取で
。すましーピコをターデに頭先のジッリトーカ・ターデ）クンラブ（チッラ

5 93 ジーペ

ISCS 行実のトステし返り折

、は置装本、りよにれこ ISCS の間のとタクネコ ISCS 。すまし行実を査検の路回
6 能不用利

224-SR 行実のトステし返り折

。能不用利
7 能不用利

RMF 化効無のプーテ

のジッリトーカ・ターデ）クンラブ（チッラクス、は置装本、りよにれこ RMF デ
そ、果結のこ。すましみ込き書再をりモメ・ジッリトーカにプーテ、し除削をター

。すまりなにジッリトーカ・ターデ・チッラクスな効有はジッリトーカの

8 能不用利

示表のグロ・ドーコ・ーラエ

の新最、は置装本、りよにれこ 01 に度一をドーコ・ーラエの 1 。すまし示表つずつ
（のもい古も最、れさ示表に初最がのもの新最、れらべ並に順はドーコ（ 01 目番

。）すまれさ示表に後最が）のもの

9 04 ジーペ

アリクのグロ・ドーコ・ーラエ

。すまし去消を容内のグロ・ドーコ・ーラエ、は置装本、りよにれこ
A 14 ジーペ

入挿のジッリトーカのへブイラド・プーテ

のジッリトーカターデ、はれこ、がんせまきではとこるす択選をのものそ能機のこ
な行実のムラグロプ断診のブイラド・プーテ（能機守保のかほるすと要必をドーロ

。すで部一の）ど

C 14 ジーペ

トステのアィデメとジッリトーカ

どかのもるきで容許がプーテのそとジッリトーカいしわ疑、は置装本、りよにれこ
。すまい行をトステにめたるす認確をかう

E 24 ジーペ

り取み読速高 / トステみ込き書

をみ込き書のへプーテとり取み読のらかプーテがブイラド、は置装本、りよにれこ
。すまい行をトステにめたるす認確をかうどかるえ行

F 24 ジーペ
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内蔵LTOを保守モードにする

本装置の診断プログラムや保守の手順を実行するには、本装置を保守モードにしてください。
装置を保守モードにするには、次の手順を行います。

重要�
内蔵LTOを保守モードにするときは基本処理装置のホスト停止画面（基本処理装置から
本装置に信号が送られていない状態）で実施してください。

1. カートリッジがドライブに入っていないことを確認する。

2. 1秒以内にアンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、「 」が1文字ディスプレイに表示され、本装置が保守モード
になっていることを示します。

ヒント�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードに入りません。本装置を保守モードに
するには、上記のステップをもう一度実行してください。

読み取り操作や書き込み操作と並行して、保守機能を実行することはできません。また、保
守モードの際に、本装置はホストからのSCSIコマンドを受け付けません。

守保はたま能機断診 ドーコ能機 所個明説

トステのドッヘ

部構機のジッリトーカ・プーテとドッヘのブイラドターデ、は置装本、りよにれこ
。すまい行をトステにめたるす認確をかるいてし作動くし正が分

H 44 ジーペ

了終のドーモ守保

まりなにうよるきで用使にみ込き書とり取み読のターデ、は置装本、りよにれこ
。す

O 54 ジーペ
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診断機能や保守機能の実行

以降では、本装置の診断機能と保守機能をそれぞれ説明します。

機能コード1：本装置の診断プログラムの実行

機能コード1は、本装置がカートリッジのロードとアンロード、およびデータの読み取りと書き
込みを正しく行えるかどうかを判別するためのテストを実行します。診断プログラムは、完了
するまで約20分かかり、お客様が診断プログラムを停止するまでは継続的にループします。診
断プログラムを停止するには、アンロード・ボタンを押します。診断プログラムは、そのルー
プの終わりまで続行してから停止します。これで、本装置は保守モードを終了します。

重要�
このテストの場合、スクラッチ・データ・カートリッジか上書き可能のカートリッジ
だけを挿入してください。テストの際に、本装置がカートリッジのデータを上書きし
ます。

1. カートリッジが本装置に入っていないことを確認する。

2. 2秒以内にアンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、本装置が保守モードに入っていることを示します。

ヒント�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードに入りません。本装置を保守モードに
入れることを続行するには、上記のステップを実行します。

3. 1文字ディスプレイに「」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

希望のコードを通過してしまった場合は、そのコードが再表示されるまで、1秒あたり1回
アンロード・ボタンを押します。

4. 1文字ディスプレイに「」が表示された状態で、3秒以上アンロード・ボタンを押したままに
してからボタンを放し、機能を選ぶ。

5. ボタンを放した直後に、書き込み保護がされていないスクラッチ・データ・カートリッジを
挿入する。

カートリッジの挿入が遅れたり、書き込み禁止にしているカートリッジを挿入したりする
と、本装置は保守モードを終了します。

ヒント�
パワーオン・セルフテストの実行により、90秒ほどかかることがあります。

スクラッチ・データ・カートリッジを挿入すると、1文字ディスプレイで点滅していた「 」
が「」に変わり、本装置がテストを実行します。

ヒント�
無効なデータカートリッジまたは書き込み保護がされているデータカートリッジを挿
入すると、1文字ディスプレイに「 」が表示されます。アンロード・ボタンを押し、
カートリッジを取り出した後、電源を入れ直して保守モードを終了してください。
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ⓦ 何もエラーが検出されないときは、テストはループし、もう一度始ります。ループを
停止させるには、数秒間アンロード・ボタンを押したままにします。ループが終了す
ると、1文字ディスプレイに一時的に「 」が表示されます。本装置は、テープの巻き戻
しとアンロードを行い、カートリッジの一部を排出してから、保守モードを終了しま
す。こはく色の状況ライトが消えます。

ⓦ エラーが検出されると、状況ライトがこはく色に点滅し、1文字ディスプレイにエ
ラー・コードを通知します。

エラーを判別するには、5ページの表でそのコードを探します。本装置はデータカー
トリッジをアンロードし、保守モードを終了します。

機能コード4：ドライブ・ダンプの強制実行

機能コード4は、本装置が収集したデータのダンプを実行します（このプロセスはマイクロコー
ド・トレースの保管としても知られています）。

1. カートリッジが本装置に入っていないことを確認する。

2. 2秒以内にアンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、本装置が保守モードになっていることを示します。

ヒント�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードに入りません。本装置を保守モードに
するには、上記のステップをもう一度実行してください。

3. 1文字ディスプレイに「 」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

希望のコードを通過してしまった場合は、そのコードが再表示されるまで、1秒あたり1回
アンロード・ボタンを押します。

4. 1文字ディスプレイに「 」が表示された状態で、3秒以上アンロード・ボタンを押したままに
してからボタンを放し、機能を選ぶ。

本装置はダンプを実行します。

1文字ディスプレイは、「 」を表示してからブランクになり、保守モードを終了します。

ダンプの内容を見るには、「機能コード5：テープへのドライブ・ダンプのコピー（テープ開
始点での）」を参照してください。

ヒント�
本装置が通常の操作モードのときに、ドライブ・ダンプを強制的に取ることもできま
す。単に、アンロード・ボタンを10秒間押したままにするだけです。
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機能コード5：テープへのドライブ・ダンプのコピー（テープ開始点での）

機能コード5は（機能コード4で取り込んだ）ドライブ・ダンプからのスクラッチ・データ・カー
トリッジの先頭にデータをコピーします。

重要�
このテストの場合、スクラッチ・データ・カートリッジまたは上書き可能のカート
リッジだけを挿入してください。テストの際に、本装置がカートリッジのデータを上
書きします。

1. カートリッジが本装置に入っていないことを確認する。

2. 2秒以内にアンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、本装置が保守モードに入っていることを示します。

ヒント�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードに入りません。本装置を保守モードに
するには、上記のステップをもう一度実行してください。。

3. 1文字ディスプレイに「 」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

希望のコードを通過してしまった場合は、そのコードが再表示されるまで、1秒あたり1回
アンロード・ボタンを押します。

4. 1文字ディスプレイに「 」が表示された状態で、3秒以上アンロード・ボタンを押したままに
してからボタンを放し、機能を選ぶ。

5. ボタンを放した直後に、書き込み保護がされていないスクラッチ・データ・カートリッジを
挿入する。

カートリッジの挿入が遅れたり、書き込み禁止にしているカートリッジを挿入したりする
と、本装置は保守モードを終了します。

スクラッチ・データ・カートリッジを挿入すると、1文字ディスプレイで点滅していた「 」
が「 」に変わり、テープ（テープの先頭）にダンプ・データを書き込みます。

ヒント�
無効なデータカートリッジまたは書き込み保護がされているデータカートリッジを挿
入すると、1文字ディスプレイに「 」が表示されます。アンロード・ボタンを押し、
カートリッジを取り出した後、電源を入れ直して保守モードを終了してください。

ⓦ コピー操作が正常に完了すると、本装置はテープの巻き戻しとアンロードを行い、保
守モードを終了します。

ⓦ コピー操作が失敗した場合、エラー・コードが1文字ディスプレイに表示されます。

エラーを判別するには、5ページの表でそのコードを探します。本装置はデータカー
トリッジをアンロードし、保守モードを終了します。
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機能コード9：エラー・コード・ログの表示

機能コード9は、最新の10のエラー・コードを一度に1つずつ1文字ディスプレイに表示します
（コードは順に並べられ、最新のものが最初に表示され、最も古いものが最後に表示されます）。
ログにエラーが何もない場合は、1文字ディスプレイに「 」が表示されます。

1. カートリッジが本装置に入っていないことを確認する。

2. 2秒以内にアンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトががこはく色になり、本装置が保守モードに入っていることを示します。

ヒント�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードに入りません。本装置を保守モードに
するには、上記のステップをもう一度実行してください。

3. 1文字ディスプレイに「 」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

希望のコードを通過してしまった場合は、そのコードが再表示されるまで、1秒あたり1回
アンロード・ボタンを押します。

4. 最新のエラー・コードを表示するには、3秒以上アンロード・ボタンを押したままにしてか
らボタンを放し、機能を選ぶ。

ヒント�
エラーコードは、アンロード・ボタンを押すたびに新しいものから順に1文字ディスプ
レイに表示されます。

5. これ以前のエラー・コードを表示するには、もう一度アンロード・ボタンを押す。

ヒント�
別のエラー・コードを表示するには、2秒間待ってからもう一度アンロード・ボタンを
押します。

6. この機能と保守モードを終了するには、10番目のエラー・コードが表示されるまでアン
ロード・ボタンを押す。

ボタンを押す間隔は2-3秒あけるようにしてください。アンロード・ボタンをもう一度押し
ます。本装置は保守モードを終了します。
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機能コードA：エラー・コード・ログのクリア

機能コードAは、エラー・コード・ログの内容を消去します。

1. カートリッジが本装置に入っていないことを確認する。

2. 2秒以内にアンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、本装置が保守モードに入っていることを示します。

ヒント�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードに入りません。本装置を保守モードに
するには、上記のステップをもう一度実行してください。

3. 1文字ディスプレイに「 」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

希望のコードを通過してしまった場合は、そのコードが再表示されるまで、1秒あたり1回
アンロード・ボタンを押します。

4. 1文字ディスプレイに「 」が表示された状態で、3秒以上アンロード・ボタンを押したままに
してからボタンを放し、機能を選ぶ。

1文字ディスプレイで「 」が点滅し、続いて「 」が表示されます。本装置は、エラー・コー
ド・ログからエラーをすべて消去し、保守モードを終了します。

機能コードC：テープ・ドライブへのカートリッジの挿入

この機能そのものを選択することはできませんが、これは、データカートリッジの挿入を必要
とするほかの保守機能（本装置の診断プログラムの実行など）の一部です。
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機能コードE：カートリッジとメディアのテスト

機能コードEは、疑わしいカートリッジとそのテープが許容できるものかどうかを判別するテス
トを行います。診断プログラムは、完了するまで約15分かかり、お客様が診断プログラムを停
止するまで継続的にループします。診断プログラムを停止するには、アンロード・ボタンを押
します。診断プログラムは、保守モードを終了します。

重要�
このテストを実行すると、テスト対象のテープ上のデータは上書きされます。

1. カートリッジが本装置に入っていないことを確認する。

2. 2秒以内にアンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、本装置が保守モードに入っていることを示します。

3. 1文字ディスプレイに「 」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

希望のコードを通過してしまった場合は、そのコードが再表示されるまで、1秒あたり1回
アンロード・ボタンを押します。

4. 1文字ディスプレイに「 」が表示された状態で、3秒以上アンロード・ボタンを押したままに
してからボタンを放し、機能を選ぶ。

5. ボタンを放した直後に、テスト対象のカートリッジのライトプロテクトプラグが書き込み可
の設定になっていることを確認してから、そのカートリッジを挿入する。

カートリッジの挿入が遅れたり、書き込み禁止にしているカートリッジを挿入したりする
と、本装置は保守モードを終了します。

カートリッジを挿入すると、1文字ディスプレイで点滅していた「 」が「 」に変わり、テスト
を実行します。

ⓦ 何もエラーが検出されないと、テストはループし、もう一度始ります。ループを停止
させるには、数秒間アンロード・ボタンを押したままにします。ループが終了する
と、1文字ディスプレイに一時的に「 」が表示されます。本装置はテープを巻き戻し、
カートリッジをアンロードし、保守モードを終了します。

ⓦ エラーが検出されると、状況ライトがこはく色に点滅し、1文字ディスプレイにエ
ラー・コードを通知します。

エラーを判別するには、5ぺージの表で「 」または「 」を探します。本装置はデータ
カートリッジをアンロードし、保守モードを終了します。

エラーをクリアするには、いったん電源を切ってから入れ直します。

機能コードF：高速読み取り／書き込みテスト

機能コードFは、本装置がテープからの読み取りと書き込みを行えるかどうかを確認するテスト
を行います。診断プログラムは、完了するまで約5分かかり、お客様が診断プログラムを停止す
るまで継続的にループします。
診断プログラムを停止するには、アンロード・ボタンを押します。診断プログラムは、そのルー
プの終わりまで続行してから停止します。これで、本装置は保守モードを終了します。
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高速読み取り／書き込みテストが実行するテストの数は、本装置の診断プログラムの実行テス
ト（機能コード1）で実行するテストの数よりも少ないです。

重要�
このテストの場合、スクラッチ・データ・カートリッジまたは上書き可能のカート
リッジだけを挿入してください。テストの際に、本装置がカートリッジのデータを上
書きします。

1. カートリッジが本装置に入っていないことを確認する。

2. 2秒以内に、アンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、本装置が保守モードに入っていることを示します。

ヒント�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードに入りません。本装置を保守モードに
するには、上記のステップをもう一度実行してください。

3. 1文字ディスプレイに「 」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

希望のコードを通過してしまった場合は、そのコードが再表示されるまで、1秒あたり1回
アンロード・ボタンを押します。

4. 1文字ディスプレイに「 」が表示された状態で、3秒以上アンロード・ボタンを押したままに
してからボタンを放し、機能を選ぶ。

5. ボタンを放した直後に、書き込み保護がされていないスクラッチ・データ・カートリッジを
挿入する。

カートリッジの挿入が遅れたり、書き込み禁止にしているカートリッジを挿入したりする
と、本装置は保守モードを終了します。

6. スクラッチ・データ・カートリッジを挿入すると、1文字ディスプレイで点滅していた「 」
が「 」に変わり、テストを実行します。

ヒント�
無効なデータカートリッジまたは書き込み保護がされているデータカートリッジを挿
入すると、1文字ディスプレイに「 」が表示されます。アンロード・ボタンを押し、
カートリッジを取り出した後、電源を入れ直して保守モードを終了してください。

ⓦ 何もエラーが検出されないと、テストはループしもう一度始ります。ループを停止さ
せるには、数秒間アンロード・ボタンを押したままにします。ループが終了すると、
1文字ディスプレイに一時的に「 」が表示されます。本装置は、テープ巻き戻しとアン
ロードを行い、カートリッジの一部を排出してから、保守モードを終了します。こは
く色の状況ライトが消えます。

ⓦ エラーが検出されると、状況ライトがこはく色に点滅し、1文字ディスプレイにエ
ラー・コードを通知します。

エラーを判別するには、5ページの表でそのコードを探します。本装置はカートリッ
ジをアンロードし、保守モードを終了します。

エラーをクリアするには、いったん電源を切ってから入れ直します。



44

機能コードH：ヘッドのテスト

機能コードHは、本装置のヘッドとデータカートリッジの機構部分が正しく動作しているかを確
認するためのテストを行います。診断プログラムは、完了するまで約10分かかり、お客様が診
断プログラムを停止するまで継続的にループします。診断プログラムを停止するには、アンロー
ド・ボタンを押します。診断プログラムは、そのループの終わりまで続行してから停止します。
これで、本装置は保守モードを終了します。

重要�
このテストの場合、スクラッチ・データ・カートリッジまたは上書き可能のカート
リッジだけを挿入してください。テストの際に、本装置がカートリッジのデータを上
書きします。

1. カートリッジが本装置に入っていないことを確認する。

2. 2秒以内に、アンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、本装置が保守モードに入っていることを示します。

ヒント�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードに入りません。本装置を保守モードに
するには、上記のステップをもう一度実行してください。

3. 1文字ディスプレイに「 」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

希望のコードを通過してしまった場合は、そのコードが再表示されるまで、1秒あたり1回
アンロード・ボタンを押します。

4. 1文字ディスプレイに「 」が表示された状態で、3秒以上アンロード・ボタンを押したままに
してからボタンを放し、機能を選ぶ。

5. 次のメッセージが表示された直後に、書き込み保護がされていないスクラッチ・データ・
カートリッジを挿入する。

カートリッジの挿入が遅れたり、書き込み禁止にしているカートリッジを挿入したりする
と、本装置は保守モードを終了します。

スクラッチ・データ・カートリッジを挿入すると、1文字ディスプレイで点滅していた「 」
が「 」に変わり、テストを実行します。

ⓦ 何もエラーが検出されないと、テストはループしもう一度始ります。ループを停止さ
せるには、数秒間アンロード・ボタンを押したままにします。ループが終了すると、
1文字ディスプレイに一時的に「 」が表示されます。本装置は、テープを巻き戻し、
カートリッジをアンロードし、保守モードを終了します。

ⓦ エラーが検出されると、テストは停止し、1文字ディスプレイに「 」が表示されます。

エラーを判別するには、5ページの表でそのコードを探します。本装置は、データ
カートリッジをアンロードし、保守モードを終了します。

エラーをクリアするには、いったん電源を切ってから入れ直します。
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機能コードO：保守モードの終了

機能コーOにより、本装置は、データの読み取りと書き込みに使用できるようになります。

1. カートリッジが本装置に入っていないことを確認する。

2. 2秒以内に、アンロード・ボタンを3回押す。

状況ライトがこはく色になり、本装置が保守モードに入っていることを示します。

ヒント�
カートリッジが本装置に入っていると、最初にアンロード・ボタンを押したときに
カートリッジが排出され、本装置は保守モードに入りません。本装置を保守モードに
するには、上記のステップをもう一度実行してください。

3. 1文字ディスプレイに「 」が表示されるまで、1秒あたり1回アンロード・ボタンを押す。

4. 3秒以上アンロード・ボタンを押して、保守モードを終了する。

こはく色の状況ライトが消えます。

ⓦ 何もエラーが検出されないと、1文字ディスプレイに一時的に0が表示されてから、
何も表示されなくなります。これで、本装置は保守モードを終了します。

ⓦ エラーが検出されると、1文字ディスプレイにエラー・コードが表示されるものの、
保守モードは終了します。エラーを判別するには、5ページの表でそのコードを探し
ます。

エラーをクリアするには、いったん電源を切ってから入れ直します。

また、本装置は、保守機能を完了した後や、処置が行われなかった場合にはその10分後にも、
自動的に保守モードを終了します。
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目項 欄入記

名ルデモの置装たけ付り取

ムテスシグンィテーレペオ )SO(
( パスビーサ、ンョジーバ、称名

況状用適のチッパ／クッ )

ンョシーケリプアプッアクッバ
( パスビーサ、ンョジーバ、称名

況状用適のチッパ／クッ )

ISCS 成構スバ /DIISCS( パ一同
スイバデの上ス )

境環置設置装 ( コホ、度湿、度温
どな況状のリ )

類種ジッリトーカ
( 、名カーメ FE 番型 )

類種ジッリトーカグンニーリク
( 、名カーメ FE 番型 )

用使ジッリトーカグンニーリク
況状 ( 管の月始開用使や数回用使

どな法方理 )

況状用使ジッリトーカ ( 数回用使
どな法方理管の月始開用使や )

況状理管のジッリトーカ

付録C　運用状況お客様記入シート

本装置を保守・管理する際に必要な情報を記録しておくメモ欄です。
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